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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月17日(2009.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに相対的に変位可能な境界部材によって取り囲まれた圧縮室に導体を挿入し、圧縮
室の中で、境界部材の１つをなし、超音波振動させられる超音波溶接装置の振動音極によ
り溶接する、剛性を有する扁平な支持体などの少なくとも１つの第１の電気導体と、素線
などの少なくとも１つの第２の電気導体と、の間の溶接継手の作製方法において、該圧縮
室内で前記第１の導体に２個以上の第２の導体を逐次溶接することを特徴とする方法。
【請求項２】
　順次続く溶接操作の際に、第１の導体を圧縮室に対して相対的に変位させることを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　第１の導体を圧縮室に対して変位させることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項４】
等しい、ないしは不等の横断面の複数の第２の導体を第１の導体に溶接することを特徴と
する請求項１ないし３のいずれか1つに記載の方法。
【請求項５】
　複数の第２の導体を第１の導体の上に重ねて溶接することを特徴とする請求項１又は４
に記載の方法。
【請求項６】
　複数の第２の導体を第１の導体の互いに隔たる区域に溶接することを特徴とする請求項
１，４，５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項７】
　複数の第２の導体を第１の導体の相異なる平面にある区域に溶接することを特徴とする
請求項１，４，５のいずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　複数の第２の導体を第１の導体の相隔たる互いに平行な平面にある区域に溶接すること
を特徴とする請求項１，４，５のいずれか１つに記載の方法。
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【請求項９】
　第１の第２導体として接地ケーブル又はバッテリーケーブル、第２の第２導体として制
御線を第１の導体に溶接することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１つに記載の
方法。
【請求項１０】
　少なくとも２個の第２の導体を、第１の導体の縦軸を横切る区域に並列して第１の導体
に溶接することを特徴とする請求項１，２，６のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１１】
　第１の導体に一群の第２の導体と１個の第２の導体又は一群の第２の導体を逐次溶接す
ることを特徴とする請求項１，６，１０のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１２】
　第１の導体から保持片、例えば折れ曲りラグが延出する構成の請求項１に記載の方法に
おいて、最後の第２の導体と第１の導体を溶接するとき又は溶接した後に、第２の導体の
固定のために、振動音極に超音波を励振させて保持片を第２の導体の方向に折り曲げるこ
とを特徴とする方法。
【請求項１３】
　超音波溶接装置の出力が、第１の導体に溶接される複数の第２の導体を１回の溶接操作
で全部は溶接できないか又は確実に溶接できないように設計されていることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
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